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水素利用拡大に向けた共通基盤強化のための研究開発事業／燃料電池・水電解の共通基盤技術開発
常温水電解評価解析プラットフォームの技術開発

連絡先：M-産総研再エネRC水電解基盤NEDO事業担当
E-mail:M-read-nedo-ely2025-ml@aist.go.jp

２．技術開発Gr. 最終目標
• 各研究項目の実施内容により、性能発現、部材劣化、物質輸送等に関する主要な機構を明らかにし、

これらを評価するためのプロトコルならびに評価の基準となる標準材料を整備する。
• 上記プロトコルや標準部材について拡大研究開発推進会議や分科会にて産業界からの客観的評価を受

け、最終案を提示する。

１．期間
開始：2025年7月
終了：2030年3月

前事業終了時の到達状況 本事業の目標達成時の姿

受託機関

• プラットフォームを通じて水電解事
業者が集合

• プラットフォームからの情報提供が
主

プラットフォームプラットフォーム

• 業界団体とプラットフォームの連携
• 協調領域での連携加速（ﾌﾟﾛﾄｺﾙ、

標準化）
• 公正な競争、企業間連携の推進に

よる国際競争力強化

プラットフォームプラットフォーム

分科会

分科会 分科会

受託機関

分科会

分科会

電解槽・システム

電極

触媒

電解質膜
・隔膜

構成部材

【受託機関】
マネジメントGr.

NEDOプロ内の
進捗管理、
運営調整機能
渉外機能

技術開発Gr.
研究開発実施
機能

【分科会】
マネジメントGr.が運
営
JH2A内と連携。

（産業界から幹事社
を選出し、分科会に
参画）

① アノード劣化機構の解明及び劣化評価法の高度化（横浜国立大学）
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の基本構造に対し、 塩
を添加。触媒／基材界面に リッ
チな中間層を形成し、剥離の抑制
効果を発現。
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② カソード劣化機構の解明及び劣化評価法の高度化（東北大学）

イオン添加による
水素吸着サイト減少

℃
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イオン添加による水素発生活性の変

化
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電解液温度上昇により、被毒が緩和

③ 長期運転試験による劣化要因評価（産業技術総合研究所）
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④ 隔膜評価法の開発（横浜国立大学）

ref) M. Schalenbach et al., J. Electrochem. Soc., 163, F1480 (2016).
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⑤ 触媒及び電解槽評価法の開発（産業技術総合研究所）

負荷変動：4 A/cm2 (10 sec.) - 0 
A/cm2 (10 sec.)
起動停止：4 A/cm2 (10 sec.) - 0.1 V 
(10 sec.)

劣化進行
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⑥ 長期運転試験による劣化要因評価（ ）
プロセス検討 評価装置導入

標準
評価

スプレーコーター

IrO2触媒インク調製

Ir塗布量検量線 (XRF)

①コンディショニング条件検討 ②電気化学特性評価
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26年9月に評価装置1式納入予定
26年度加速予算で更に2式追加→ 26年度末納入, 27年度初頭に稼働予定

水電解評価装置

*   最大4セルまで増設可
** セル数は暫定, 見積取得後に確定

Amorphous IrOx

CV測定の掃引速度依存性 電気化学会第93大会
にて発表（2026. 3.）

バーコーター

Mass activity HFR

触媒活性が最大かつ電解質膜抵抗が最小となる条件を抽出 酸化Ir触媒の状態を適切に把握するため, 測定条件の影響を評価

Ir目付0.1-1.0 mg/cm2の範囲で均質な触媒層を形成

触媒インク塗工
導入済設備と増強計画

稼働状態／
納入予定

装置運用評価
可能な
セル数 耐久評価性能評価

稼働中○○1水電解評価装置①

稼働中ー○1*マルチユニット
評価装置②

26年9月○○1水電解評価装置③

27年3月ー○1水電解評価装置④

27年3月○ー5**水電解評価装置⑤

26年度予算
導入分

加速予算
導入分

現有設備

Amorphous IrOx

⑦ 高圧水電解評価法の確立（ テクノリサーチ株式会社、横浜国立大学）

表１ 加圧PEM電解試験条件

Nafion 117TM電解質膜CCM
IrO2(1 mg cm-2)アノード触媒

Pt/C(1 mg cm-2)カソード触媒

4 cm2電極面積
80℃温度セル
両側循環循環方式循環水
10 ml min-1循環水量
０～３MPa
(両側に等圧で加圧)

圧力範囲背圧

図1 電解装置外観

図2 i-V特性

@□□□□ = 1.0 A cm□□

Anode
30mesh

(OA=68%)

100mesh
(OA=37%)

@□□□□ = □.□ □ □□□□

45 mm s□□ 160 mm s□□□ = 0 mm s□□
(Half-cell)

2.04 mm

□□□□ =0.91 A cm□□

□□□□ =0.45 A cm□□

⑩ 電解槽物質輸送の実験的評価及びシミュレーション手法の開発（横浜国立大
学）
電気化学反応の反応物質輸送速度の評価方法の開発

⑫ 材料開発支援のための評価法の開発（横浜国立大学）
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⑬ 低コスト水素製造に求められる水電解運転仕様の開発（東京大学）
低電流密度においては、ポンプを使用しない定圧での水供給の方が高い変換効率を示

した。
変動入力を与えた場合でも同様の傾向を確認 ポンプ電力節約の可能性を示唆

化学的劣化 (アルカリ・ラジカル・電気化
学的酸化 / 還元)

物理的負荷による損傷 (含水膨潤 / 乾燥収縮、
水素昇圧変形)

アニオン伝導度評価
プロトコル案 (一例)

研究開発成果：
① のアニオン伝導度評価プロトコル案ほかを

作成
② 耐久性試験方法について、運転条件とその際に

想定される劣化要因、対応する評価方法を提案
③ 産業界メンバーを含む 分科会を立ち上げ、

プロトコル策定に向けた連携、検討を開始

⑨アニオン交換膜及びアイオノマーの劣化評価法及びセル性能評価法の開発
アニオン交換膜及びアイオノマーの劣化評価法の開発（東京都立大学）

III.⑪ 金属材料劣化評価・解析法の開発（島根大学、東京科学大学）

Online ICP-MSによるPt, Tiの溶出量測定
0.05⇔1.5, 1.6, 1.7, 1.8, 1.9, 2.0 VSHE
Soln.: 0.5 M H2SO4 (25 oC)

Pt Ti

Tiの腐食電位の経時変化
Soln.: H2SO4 (75 oC)

pH 0.5, 1.0, 3.0

TiはpH 0.5の溶液中で脱不働態化する。
Tiの溶出は電位依存性が小さいのに対し、Ptの溶出は明瞭な電位依存性を示
す。

マニホールド近傍で
大きな逆電流

予測された局所劣化分布
アルカリ水電解槽内の劣化分布 形水電解槽内の劣化分布

劣化により
局所電流密度低下
→ 温度低下
→ 劣化速度低下

運転条件による
サイクル劣化
の変化を予測・
検討

⑩ 電解槽物質輸送の実験的評価及びシミュレーション手法の開発（横浜国立大学）
要素データを長期性能や電解槽設計につなぐためのシミュレーションモデルの整備

常温水電解評価解析プラットフォーム

マネジメント連携会議

産業界

業界団体
等

本事業外の企業等

• 産業界、材料研究受託機関との連携窓口
• 水電解評価解析グループの業務調整

• 、 が共同
で運営

評
価
解
析
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

アルカリ水電解評価法の開発
① アノード劣化機構の解明及び劣化評価法の高度化
② カソード劣化機構の解明及び劣化評価法の高度化
③ 長期運転試験による劣化要因評価
④ 隔膜評価法の開発

プロトン交換膜水電解評価法の開発
⑤ 触媒及び電解槽評価法の開発
⑥ 長期運転試験による劣化要因評価
⑦ 高圧水電解評価法の確立

• ニーズ集約
• 国際標準化

プロジェクト
材料研究受託機関

情報交換連携

産業界
ニーズ

社

• 電気化学的特性測定機能
• シミュレーション機能

・
共通評価部門

アニオン交換膜水電解評価法の開発
⑧ 長期運転試験による劣化要因評価
⑨ アニオン交換膜及びアイオノマーの劣化評価法及びセル性能評

価法の開発

常温水電解評価解析 （本提案）

常温水電解共通技術の開発
⑩ 電解槽物質輸送の実験的評価及びシミュレーション手法の開発
⑪ 金属材料劣化評価・解析法の開発
⑫ 材料開発支援のための評価法の開発
⑬ 低コスト水素製造に求められる水電解運転仕様の開発

材料分析／解析
• オペランド測定による機

構解明支援
• 放射光による高度解析、

材料評価加速支援

・マテリアルズイン
フォマティクス

• 材料開発加速支援
• データマネジメント

標準分析
プロトコ
ル提案

材料分析／解析機能

・マテリアルズ
インフォマティクス機能

活性・耐
久性デー
タの蓄積

社 大学

社 社 大学

結果解析
フィードバック

試料
提供

⑨アニオン交換膜及びアイオノマーの劣化評価法及びセル性能評価法の開発
セル性能評価法の開発（横浜国立大学）

Supplied electrolyte:
1 M KOH, 10 mL min–1, 80 ℃

AEM: PiperION
Anode cat.: IrOx
Anode PTL: Ni fiber
Cathode Cat.: Pt/C
Cathode PTL: Carbon paper


